
Join us Field
活動がつながる・地域とつながる　市民のフィールド

（仮称）第 2 中央生涯活動センター整備　基本設計

Join us Field
活動がつながる・地域とつながる　市民のフィールド

回遊性のある
デザイン

回遊性のある
デザイン

防災施設としての
計画

防災施設としての
計画

緑の連続緑の連続

フラットフラット

クッション性有クッション性有
高い
天井
高い
天井

・市民が交流でき、活
動の情報、様子が見
える空間構成としま
す。

・新しい世代が利用し
やすい環境をつくり
ます。

（２）市民活動の見える化（１）現行施設の機能を発展的に維持

・ 多種多様な活動に対
応した設えをもつ部
屋をつくります。

・ユニバーサルデザイ
ンとバリアフリーを
徹底した施設としま
す。

（４）社会インフラとしての施設整備

・災害時に備えた施設
とします

・ZEB Ready 取得を目指
します

・長寿命な建築計画と
します

・周辺地域の緑と連続
する外部環境を形成
します。

・限られたスペースを
最大限に生かした配
置計画とします。

（３）周辺地域の景観づくり

基本設計報告書 概要版

（仮称）第２中央生涯活動センター整備基本設計及び実施設計業務委託

1設計方針・建築概要

建築概要

（2）計画建物

（3）主要な仕上

建設予定地

敷地面積

都市計画区域

用途地域

防火地域

その他地域

指定容積率

指定建蔽率

高度地区

日影規制

（1）計画地

建物用途

構造種別

延床面積

階数

駐車台数

埼玉県熊谷市石原字上宿地内

約7,700㎡

都市計画区域内

第一種住居地域

防火地域外、準防火地域外

法22条地域

200％

60％（角地の緩和により70％）

指定なし

規制あり

・生涯にわたってさまざまな活動が

できる市民のフィールドをつくり

ます。熊谷の市民の活動のシン

ボルとしてまち全体に深く根付く

施設を目指します。

・市民の活動を公開する設えとし、

互いの活動に対して興味・関心

を高める空間構成とします。

・市民の活動が地域に波及し、賑わ

う施設とします。周辺地域や熊谷

の資源とつながり、調和する施設

をつくります。

設計コンセプト 設計方針

生涯活動センター

鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造）、

基礎構造：直接基礎

2,930㎡　

1階：1,450㎡　2階：1,480㎡

（車庫等の部分：82㎡）

2階建て

自動車　134台

バイク　10台

自転車　36台

（4）建築設備

〈外部仕上〉

床　：インターロッキングブロック舗装、

　  　アスファルト舗装、人工木材ウッドデッキ

壁　：化粧コンクリート打ち放し

屋根：アスファルト防水及び、シート防水

軒天：化粧コンクリート打ち放し

空調換気設備：全熱交換器+個別式パッケージエアコン

給水方式：直結直圧給水方式

排水方式：汚水雑排水合流自然流下方式

消火設備：屋内消火栓（易操作性1号消火栓）、

　　　　  消火器

（5）その他

ZEB目標：ZEB Ready（BEI≦0.5）

〈内部仕上〉

床　：ビニル床シート、天然リノリウム床シート

壁　：化粧コンクリート打ち放し、

　  　石膏ボードの上塗装

天井：グラスウールボード、

　　  ロックウール化粧吸音板

設計コンセプト、基本構想を踏まえて、4つの設計方針を示します。



バイク駐車場
10 台

バイク駐車場
10 台

オープンサイドパークオープンサイドパーク

車寄せ車寄せ

自転車駐輪場
36 台

自転車駐輪場
36 台

水路水路優先駐車区画
5台

優先駐車区画
5台

防火水槽防火水槽

車椅子使用者用
駐車区画 5台
車椅子使用者用
駐車区画 5台

駐車場駐車場

134 台

（車椅子使用者用、優先駐車区画含）

134 台

（車椅子使用者用、優先駐車区画含）

計画建物

自動車・バイク
出入口

車両出口

北側出入口

歩行者・自転車
出入口

外構

外構

外構

配置
配置

配置

配置 配置

配置 防災

防災

防災

内外と連続する
開放可能な
建具を設ける

南側出入口

自転車がオープンサイドパーク
に進入せず、かつ室内から
見えない位置に設けます。

自転車がオープンサイドパーク
に進入せず、かつ室内から
見えない位置に設けます。

既設の横断歩
道につながる
位置に出入口
を設けます。

既設の横断歩
道につながる
位置に出入口
を設けます。

駐車場満車時に、神社
駐車場にアクセスでき
る経路を確保します。

駐車場満車時に、神社
駐車場にアクセスでき
る経路を確保します。

災害時やイベント時
に自由な旋回を可能
にするため、整形の
駐車場とします。

災害時やイベント時
に自由な旋回を可能
にするため、整形の
駐車場とします。

隣接する神社の緑と連続
する景観をつくるために
広い緑を確保します。

隣接する神社の緑と連続
する景観をつくるために
広い緑を確保します。

防災井戸を設けます。
平常時は植栽の散水も
できるようにします。

防災井戸を設けます。
平常時は植栽の散水も
できるようにします。

既存樹木を活かし
て、周辺環境との
緑を形成します。

既存樹木を活かし
て、周辺環境との
緑を形成します。

隣接する住宅地へ配慮し、メッ
シュフェンスと生垣による目隠し
を設けます。

隣接する住宅地へ配慮し、メッ
シュフェンスと生垣による目隠し
を設けます。

建屋2階の跳ねだし
部分を活かして、雨
天時等で濡れない車
寄せを設けます。

建屋2階の跳ねだし
部分を活かして、雨
天時等で濡れない車
寄せを設けます。

敷地形状を活かした建物
形状とし、敷地の有効活用
を図ります。

敷地形状を活かした建物
形状とし、敷地の有効活用
を図ります。

車両進入のため、既存水
路を改修し、通路を設け
ます。大型バスの旋回が
可能な幅を確保した進入
路とします。

車両進入のため、既存水
路を改修し、通路を設け
ます。大型バスの旋回が
可能な幅を確保した進入
路とします。

北側の前面道路からみたオープンサイドパーク北側の前面道路からみたオープンサイドパーク

北側からみたイメージ北側からみたイメージ

西側外壁のイメージ西側外壁のイメージ00 11 33 55 1010 30ｍ30ｍ

車椅子使用者駐車区画には

屋根を設けて、雨天での利

用をしやすくします

車椅子使用者駐車区画には

屋根を設けて、雨天での利

用をしやすくします

前面道路に活動を見せるよう

にします

前面道路に活動を見せるよう

にします

太陽光発電設備（20kw）を設けます太陽光発電設備（20kw）を設けますﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

ﾊﾞﾘｱﾌﾘｰ

車寄せ、出入口付近
は車いす利用者が自
力での通行できるよ
う段差を設けない舗
装とします。

車寄せ、出入口付近
は車いす利用者が自
力での通行できるよ
う段差を設けない舗
装とします。

マンホールトイレ
を設けます。
マンホールトイレ
を設けます。

北側出入口まで
の経路に点字
ブロックを設け
ます。

北側出入口まで
の経路に点字
ブロックを設け
ます。

キッチンカーの
乗り入れも含め
た、多様なイベ
ントに対応しま
す。

キッチンカーの
乗り入れも含め
た、多様なイベ
ントに対応しま
す。

配置図 scale= 1：500

雨水浸透処理施設雨水浸透処理施設

雨水浸透処理施設雨水浸透処理施設

（仮称）第２中央生涯活動センター整備基本設計及び実施設計業務委託

２外部空間の計画
基本設計報告書 概要版

外構計画配置計画

（１）異性質の 3 つのエリアとの調和

・建物は、施設内外の活動が表出するように北東側に設

け、幹線道路から視認される市民の活動のシンボルと

なる施設とします。また、住宅地への日影、騒音の影響

に配慮した配置とします。

（２）敷地の有効活用

・不整形な敷地形状を最大限生かした建物形状とします。

・南 , 西側には、駐車場を配置し、住宅地とのバッファー

ゾーンとします。

・駐車場は、整形とし駐車の安全性に配慮します。

（３）周囲と連続した緑による景観づくり

・敷地東側には、神社の緑と連続するよう緑地を広くと

ります。また、その他の敷地外周部にも樹木を連続して

配置し、良好な自然環境を形成します。

（４）活動をまちに創出する

・敷地全体で市民が利用できる活動ゾーンをつくりま

す。

・北側に広場（オープンサイドパーク）を設けて、イベン

トなどでの利用を想定します。キッチンカーの乗り入

れも可能な仕様とします。

立面計画

（１）市民の活動のシンボルをつくる

・敷地北側の幹線道路や拡幅する東側道路に対しての見え

方に配慮します。施設内での活動がまちに表出するよう

に、ガラス面を多く用いたデザインとします。

・外壁はコンクリート打ち放しとし、シンプルかつシンボリック

にします。また仕上げないことで建設コストを削減します。

（２）日射抑制

・1階の貸室ガラス面には、庇を設け、夏期の直射日光を制御

します。

・西面は、西日を抑制するために開口部を少なくします。

（１）雨水排水計画

・雨水は敷地内処理を原則とし、敷地中心に建物を配置し

ていることから、雨水浸透処理施設を 2ヶ所設けます。

豪雨時に処理能力を超えた場合のみオーバーフロー分

を公共雨水排水管へ放流します。

（２）樹木選定

・東側の緑地帯は、神社の雑木林と調和したコナラ、コブ

シ、シラカシなどの樹木を植栽します。高木・中木の広

葉樹をランダムに植栽し、夏季の日射を遮る効果もつく

ります。



scale= 1：300

スクラムホール 1階スクラムホール 1階

階段階段

屋外階段屋外階段

生涯活動支援スペースのイメージ生涯活動支援スペースのイメージ

階段階段

ポンプ室ポンプ室

受付受付

EVEV

キッズ
スペース
キッズ
スペース

生涯活動支援スペース生涯活動支援スペース

受付相談
カウンター
受付相談
カウンター

オープンサイド
ルーム小

オープンサイド
ルーム小

活動
ルーム大
活動

ルーム大
活動

ルーム大
活動

ルーム大
活動
ルーム中
活動
ルーム中

活動
ルーム中
活動

ルーム中

活動
ルーム小
活動

ルーム小

活動
ルーム小
活動
ルーム小

活動
ルーム小
活動

ルーム小

活動
ルーム小
活動

ルーム小
和室和室

和室和室

印刷室印刷室

倉庫倉庫

貸ロッカー室貸ロッカー室

授乳室授乳室

事務室事務室

公民館
事務室
公民館
事務室

職員休憩
スペース
職員休憩
スペース

風除室風除室

風除室風除室

掃除用倉庫掃除用倉庫

男性
WC
男性
WC

車椅子使用者用
駐車区画

車椅子使用者用
駐車区画

優先駐車区画優先駐車区画

車寄せ車寄せ

女性
WC
女性
WC

多機能
WC
多機能
WC

女性
更衣室
女性
更衣室

自販機ｺｰﾅｰ自販機ｺｰﾅｰ

階階１１
00 11 33 55 10ｍ10ｍ

メインの風除室

から来訪者が見

やすい位置に受

付コーナーを設

けます。

メインの風除室

から来訪者が見

やすい位置に受

付コーナーを設

けます。

女子 WC、男子 WC には、

車椅子で利用できる広めの

ブースを設けます。またオ

ムツ替え台も設置します。

（各階共通）

女子 WC、男子 WC には、

車椅子で利用できる広めの

ブースを設けます。またオ

ムツ替え台も設置します。

（各階共通）

生涯活動支援スペース内

の活動のサポートや印刷

機の使用のサポートを行

う受付相談コーナーを配

置します。

生涯活動支援スペース内

の活動のサポートや印刷

機の使用のサポートを行

う受付相談コーナーを配

置します。

授乳室とキッズスペースを近接

配置し、オムツ替え等、素早い

対応を可能にします。

授乳室とキッズスペースを近接

配置し、オムツ替え等、素早い

対応を可能にします。

1階多機能WCはユニバー

サルベット、オストメイ

ト対応設備を設けます。

1階多機能WCはユニバー

サルベット、オストメイ

ト対応設備を設けます。

授乳室内の授乳ブースは

2ヶ所設けます。

授乳室内の授乳ブースは

2ヶ所設けます。

開放が可能な建具で構成

し、内外が連続する利用

を可能にします。

開放が可能な建具で構成

し、内外が連続する利用

を可能にします。

活動ルーム小の一室には、手洗

いを設けて生け花などの利用が

できるようにします。

活動ルーム小の一室には、手洗

いを設けて生け花などの利用が

できるようにします。

耐久性の高い床材で
仕上げます
耐久性の高い床材で
仕上げます

活動の見える化ができる
ガラスの壁面を設けます
活動の見える化ができる
ガラスの壁面を設けます

吸音性を持つ天井材
を張ります
吸音性を持つ天井材
を張ります

クマガイソウをモチーフにし、
空間を柔らかくします
クマガイソウをモチーフにし、
空間を柔らかくします

生涯活動支援スペース

はオープンな設えと

し、誰でも自由に利用

できるようにします。

生涯活動支援スペース

はオープンな設えと

し、誰でも自由に利用

できるようにします。

スクラムホール 1階のイメージスクラムホール 1階のイメージ

活動ルーム大のイメージ活動ルーム大のイメージ

３

（仮称）第２中央生涯活動センター整備基本設計及び実施設計業務委託

内部空間の計画
基本設計報告書 概要版

平面計画

（１）施設の一体感をつくる

・誰でも自由に利用できるホール（スクラムホール）を施設の中心に据え、そ

の一角に「生涯活動支援スペース」を設けます。

・活動ルームや多目的ルームなどの貸室は、ホールを取り囲むように配置し、

施設全体で回遊できるようにします。

・貸室とホールの間は、ガラス張りとし、室内の活動の様子を他の利用者が感

じられるようにすると共に、ガラス面の視線の高さに半透明の目隠しフィル

ムを貼り、貸室利用者に配慮します。

（２）1階 平面・内部空間の計画

・比較的利用頻度が高い会議主体の活動ができる貸室を配置します。

・南側出入口付近、ホール全体が視認できる南側の一角に、管理諸室を設け、

来訪者・利用者の対応を行いやすくします。

・生涯活動支援スペースは人数に合わせて自由に机を動かして利用できるよ

うにします。

・子育て世代の利用に配慮し、アクセスしやすい位置に、キッズスペース、授乳

室、和室を設けます。



アクティブフィールドアクティブフィールド

オープンサイドルーム大
204 席

オープンサイドルーム大
204 席

多目的
ルーム小
多目的
ルーム小

音楽
ルーム２
音楽

ルーム２
音楽
ルーム１
音楽
ルーム１

車椅子使用者用
駐車区画屋根
車椅子使用者用
駐車区画屋根

男性
WC
男性
WC

女性
WC
女性
WC
多機能
WC
多機能
WC

多目的
ルーム大
多目的
ルーム大

多目的ルーム中多目的ルーム中

大型壁面鏡大型壁面鏡

カウンターカウンター

スクラムホール２階スクラムホール２階

ウッドデッキウッドデッキ

屋外階段屋外階段

屋外階段
（屋上への経路）
屋外階段
（屋上への経路）

階段階段

階段階段

器具庫器具庫

機械
エリア
機械
エリア

EVEV

吹抜吹抜

男性
更衣室
男性
更衣室

収納収納

倉庫倉庫

scale= 1：300階階２２
00 11 33 55 10ｍ10ｍ

カウンターカウンター

大型壁面鏡大型壁面鏡

バレエバーバレエバー

様々な活動に対応した
クッション性の高い床材
で仕上げます

様々な活動に対応した
クッション性の高い床材
で仕上げます

天井高さのある空間
とします
天井高さのある空間
とします

音楽ルームは、バンド演奏、楽器の練習

を想定し、二重壁、浮床による防音室と

します。

音楽ルームは、バンド演奏、楽器の練習

を想定し、二重壁、浮床による防音室と

します。

西日を抑えるため開口部を減らし、

空調効率を高めます。

西日を抑えるため開口部を減らし、

空調効率を高めます。

メンテナンス用バル

コニーを設けて、窓

ガラスの清掃をしや

すくします。

メンテナンス用バル

コニーを設けて、窓

ガラスの清掃をしや

すくします。

ダンスや舞踊の利用を想定

し、大型鏡を設けます。

ダンスや舞踊の利用を想定

し、大型鏡を設けます。

ダンスやコーラス、

卓球などの利用を

想定します。

ダンスやコーラス、

卓球などの利用を

想定します。

自由に利用できるカウンター

テーブルを設けます

自由に利用できるカウンター

テーブルを設けます

高窓を設けて自然の光を

取り込みます。

高窓を設けて自然の光を

取り込みます。

ダンスや舞踊、バレエの

利用を想定し、大型鏡と

バレエバーを設けます。

ダンスや舞踊、バレエの

利用を想定し、大型鏡と

バレエバーを設けます。

既存の勤労会館と同程
度の収容人数を確保
し、音響設備、電動スク
リーンなどを設けます。

既存の勤労会館と同程
度の収容人数を確保
し、音響設備、電動スク
リーンなどを設けます。

15人乗り（車椅子対応）
とします。
15人乗り（車椅子対応）
とします。

オープンサイドパークと
一体的な利用ができる
ようにします

オープンサイドパークと
一体的な利用ができる
ようにします

中央には、大きな吹抜を設けて、

1階と2階が連続する一体感のあ

る空間構成とします。

中央には、大きな吹抜を設けて、

1階と2階が連続する一体感のあ

る空間構成とします。

天井高さを8ｍ確保し、バドミ

ントンコート2面を計画します。

天井高さを8ｍ確保し、バドミ

ントンコート2面を計画します。

活動の様子がわかる

ようガラス張りとし

ます。

活動の様子がわかる

ようガラス張りとし

ます。

アクティブフィールドのイメージアクティブフィールドのイメージ

スクラムホール２階のイメージスクラムホール２階のイメージ

オープンサイドルーム大のイメージオープンサイドルーム大のイメージ

2 階多機能 WC はオストメイト

対応設備を設けます。

2 階多機能 WC はオストメイト

対応設備を設けます。

自販機ｺｰﾅｰ自販機ｺｰﾅｰ

４

（仮称）第２中央生涯活動センター整備基本設計及び実施設計業務委託

内部空間の計画
基本設計報告書 概要版

（３）2階 平面・内部空間の計画

・2階には、運動や音楽の演奏ができる貸室をまとめて配置します。

・スクラムホール 2には、吹抜けを設けて1階の活動が連続する空間とし、一

体感のある施設構成とします。

・部屋のサイズが大きな「アクティブフィールド」と「オープンサイドルーム大」

は、第二避難所としての利用を想定します。災害時には、照明設備やコンセ

ントが利用できるようにします。

・多目的ルーム、アクティブフィールドはそれぞれの運動、活動がしやすいよう

に、クッション性のある床材を使用します。

・上下階で男女の更衣室を分けます。

各種計画

（１）コストパフォーマンスに優れた床スラブの採用

・床は、遮音性に優れたボイドスラブを採用し、さまざまな活動による騒音・

振動を抑えます。ボイドスラブにより、梁の高さをスラブの厚みと合わせるこ

とが可能になり、梁型の無い断面形状をつくります。梁型を無くすことでフラ

ットな面をつくり天井仕上げを無くすことができます。

（２）来る災害に備えた浸水対策

・設備機器は、すべて屋上に設置します。

・器具庫の一角には、防災備蓄品を保管するスペースを確保しておきます。


